
 

 

 

 

 

 

 

第１回新市名称候補 
選定小委員会会議資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高富町・伊自良村・美山町合併協議会 



　　日　時　　平成１３年１０月１６日（火）　　　
　　　　　　　　午前９時３０分～１１時３０分　
　　場　所　  高富町役場３階会議室３０２　　　

1. 開　　　　　会

2. 会長あいさつ

3. 議　　　　　題

協議事項

協議第１号 小委員会委員長及び副委員長の選任について

協議第２号 新市名称候補募集要領及び選定方法について

4. そ　　の　　他

5. 閉　　　　 　会

第1回 新市名称候補選定小委員会     
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参考資料

新市名称候補選定小委員会について

１．小委員会の設置について

①名 称 新市名称候補選定小委員会

②設置年月日 平成１３年１０月１日

③目 的 新市の名称についての調査、審議等を行う｡

④任 務 新市の名称を決定するにあたり、新市名称候補の募集要領及び選定
方法を制定し、名称候補を選定する。

⑤委 員 構 成 小委員会の委員は、高富町･伊自良村･美山町合併協議会規約第８条
第１項第４号に規定する委員の内から、会長が指名した次の者１２名
とする。

新市名称候補選定小委員会委員名簿

職 名 氏 名 所属町村名

藤 岡 功 高 富 町

杉 田 實 男 高 富 町

平 野 元 高 富 町

三 井 怜 子 高 富 町

山 崎 雄 作 伊 自 良 村
委 員

舩 戸 繁 俊 伊 自 良 村

髙 井 克 明 伊 自 良 村

棚 橋 壽 子 伊 自 良 村

河 口 衛 美 山 町

高 瀬 茂 美 山 町

花 村 進 美 山 町

石 神 み ち 子 美 山 町
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２．新市名称候補選定小委員会スケジュ－ル（案）

月 日 内 容

１０月１日 第３回合併協議会において新市名称候補選定小委員会についての報
告

１０月中旬 第１回小委員会開催
協議事項
①委員長・副委員長の選任について
②新市名称候補募集要領について
③新市名称候補選定方法について

１１月１日 第４回合併協議会において小委員会委員長報告
報告事項
①第１回小委員会報告

１２月 募集開始

事務局において名称整理、一覧表作成

小委員会を随時開催

合併協議会へ名称候補選定結果報告

合併協議会で名称決定
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新市名称候補選定小委員会委員長及び副委員長の選任について

職 名 氏 名 所属町村名

委 員 長

副 委 員 長
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新市名称候補募集要領及び選定方法について

区 分 内 容

公募範囲

公募方法

周知方法

公募期間

記載内容

応募制限

選定方法

選定基準

懸 賞



参考資料

　　されている。

留　　　　　意　　　　　事　　　　　項

３．　「○☆」のような記号を用いたものは、その読み方がはっきりと特定

　　できないので、不適当と思われる。

　　　　ロ－マ字の場合は、従来から使用されている漢字、ひらがな、カタ

　　等に混乱を生ずるおそれがあるもの等は、不適当と思われる

　　カナと違い日本の文字ではないということに注意する必要がある。

２．　市町村の名称として、大多数は、漢字を使用している。ひらがな、

　　カタカナの市町村もあるが、記号やロ－マ字を使用している市町村

　　はない。

１．　地方公共団体の名称は、当該地域に住む住民の日常生活に密着

　　しており、住民にとって非常に重要なもので、その名称の意味する

　　ところがあまりにも不穏当なものであるとか、読み方のわからないも

　　の、また、近隣地方公共団体の名称と類似しており、郵便物の配達

４．  町村が市になった場合は、郡の区域から除外されるため、市の名

　　の識別が、容易であることが求められる。

　　称については、郡名を冠することができないので、町村以上に団体

　　処分により新たに市となる地方公共団体については、既存の市の

　　名称同一又は類似することとならないように、十分配慮すること」と

　　　この点については、「町を市とする処分を行う場合において、当該
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新自治体名称候補選定方法等について（先進事例）

区　　　分 引田町・白鳥町・大内町合併協議会（香川県） 中球磨５か町村合併協議会(熊本県） 津田町・大川町・志度町・寒川町・長尾町合併協議会（香川県） 篠　　山　　市（兵庫県：Ｈ１１．４合併）

公募範囲 全　　国 全　　国 合併関係町住民 合併関係町住民

公募方法 はがき、封書、ＦＡＸ、ｅメ－ル はがき、ＦＡＸ、ｅメ－ル、専用応募用紙、ホ－ムペ
－ジ

郡内住民及び小・中学生対象にアンケ－ト調査（参
考） はがき

周知方法 協議会だより、チラシ、ポスタ－、ホ－ムペ－ジ 協議会だより、応募用紙を兼ねたチラシ（全戸）、
ホ－ムペ－ジ － 協議会だより

公募期間 ２ヶ月 ２ヶ月 － １ヶ月

記載内容 新市の名称、名称の理由、住所、氏名、年齢、電話
番号

新町の名称、名称の理由、住所、氏名、年齢、電話
番号 住民アンケ－ト調査の中で新市の名称のみ 新市の名称、名称の理由、住所、氏名

応募制限 同一人の同一名称の応募は、１点限り有効とする。
既存の市町村の名称は使用しない。 応募は、１件について１点のみとする。 ５町の名称は使用しない。 「篠山」を入れた名称とする。

選定方法 小委員会で１０候補を選定し合併協議会で決定。 小委員会で４候補を選定し合併協議会で決定。 各町それぞれ１０候補ずつ、計５０候補を提出し合
併協議会で協議の上決定。

応募のあった６３作品について小委員会での協議
後、町長会で「篠山町」とすることで調整し、合併協
議会で決定。

選定基準（理由）

・漢字、ひらがな、カタカナにより表記された読み書
きが容易な名前
・引田・白鳥・大内の文字を使用しない名前
・地域が地理的にイメ－ジできる名前
・地域の特徴を表す名前
・地域の歴史文化にちなんだ名前
・合併を記念した名前

・漢字、ひらがな、カタカナで表記された読み書きが
容易な名前
・地域が地理的にイメ－ジできる名前
・地域の特徴を表す名前
・地域の歴史文化にちなんだ名前
・合併を記念した名前

・香川県の旧国名であり、さぬきうどんや讃岐平野
などに代表されるように全国的にも知れ渡った知名
度を有する。
・住民アンケ－ト調査１０傑においても５町総合の上
位に位置し小中学校児童のアンケ－トでもさぬき市
がふさわしいとする意見が多かった。

・篠山の名称は郡を代表する名前として定着し、郡
共有の財産である。
・篠山の名称は、歴史と伝統を備えた名称である。
・篠山の名称は、全国的に知れ渡った名称である。
・住民からのアイデア募集でも篠山の名称が約半
数を占め、住民の中からも篠山がふさわしいとの意
向が高かった。

名付け親賞　　１名
・名称として決定された作品の応募者の中から抽選
により１名決定。

名付け親賞　　１名
・名称として決定された作品の中から抽選により１
名決定。

１０万円分全国共通商品券 現金１０万円もしくは、１０万円相当旅行券

アイデア賞　　１０名
・名付け親賞から漏れた者の中から抽選により最高
１０名を決定。

特別賞　　１０名
・名付け親賞から漏れた者の中から抽選により１０
名を決定する。

懸　　　　賞 １万円分図書券 現金１万円

ユ－モア賞 　 ２０名
・全作品の中から小委員会委員１２名がそれぞれ４
作品ずつ選定し、小委員会での協議により２０作品
を選定。

アイデア賞　　原則５０名
図書券

各作品について応募が複数の場合は、その作品ご
とに抽選し、贈呈者を決定する。

５千円分図書券

特記事項 ,
５町の合併に関する住民アンケ－トの中で名称候
補として記入されたもの及び小中学生に行ったアン
ケ－トを参考に合併協議会で協議され決定された。

小委員会での協議では意見の一致を見るにいたら
ず、町長会で調整し、その結果をもって合併協議会
で承認された。

新自治体の名称 「東　か　が　わ　市」 「あ　さ　ぎ　り　町」 「さ　ぬ　き　市」 「篠　山　市」

－ －

－ －

－ －
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